
平成 29年度子どもの読書活動推進関連事業について 

 

 

 

 

１ オーサービジット事業 

   内容：絵本等の著者が、学校等を訪問し、子どもにワークショップや講演を実施 

   対象：教育保育施設の園児・小学生  

   時期：募集開始８月下旬 学校訪問９月下旬～平成30年２月 

 

２ えほんのひろばの普及 

 ◆中高生を対象としたえほんの広場モデル事業 

   内容：公募で選んだ中高生の生徒グループによる「えほんのひろば」の企画・開催 

   対象：中学生、高校生 

   時期：現在募集中 ８月21日募集〆切 事業実施 ９月～12月 

 ◆えほんのひろばの開催 

   内容：公立図書館、民間事業者、地域ボランティアと協力による、商業施設等でのえほんのひろばやおはなし会の開催 

   対象：子ども及び保護者 

   時期：通年 

 ◆えほんのひろばセットの貸出し 

   対象：教育保育施設、学校、社会教育施設、学童保育、学校支援地域本部、放課後子供教室、地域のボランティア等 

   時期：通年 

 

３ 保護者向けプリント素材の作成 

   内容：小学校での配布作成の素材となる小学校の低学年と高学年の保護者に向けた読書啓発のお知らせの作成 

   対象：小学生の保護者 

   時期：６月、12月 

 

４ ビブリオバトル普及事業 

 ◆ビブリオバトル研修 

   対象：教員、司書等 

   時期：７月31日、８月１日 

 ◆中高生ビブリオバトル大会 

   対象：中学生、高校生 

   時期：予選・11月、決勝12月 

 

５ 読み聞かせボランティア入門研修 

   内容：読み聞かせボランティア未経験者を対象としたボランティア活動の魅力や意義についての研修 

   対象：成人 

   時期：10月頃 

  

中高生ビブリオバトル大会（平成28年度） 
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６ 読書活動推進ネットワークフォーラムの開催 

 ◆ビブリオバトルデモンストレーション 

   内容：子どもから大人までが読みたいと思う本に出合う新たな場所やスタイルを提案するためのビブリオバトルのデモ 

ンストレーションを商業施設で実施 

   対象：一般 

   時期：平成30年１月～２月頃 

 ◆公民連携フォーラム 

   内容：公民が取組む読書活動推進事業に関する好事例発表 

   対象：子どもの読書推進に関わる職員  

   時期：平成30年１月～２月頃 

 ◆学齢期フォーラム 

   内容：学校での読書活動推進の取組み・学校図書館活用例についての実践例発表 

   対象：学校教職員  

   時期：平成30年１月～２月頃 

 

７ 新子育て交付金（絵本で育む子どもとのふれあい事業） 

   内容：市町村が行う、ブックスタート事業、絵本を通じた家庭のふれあい講座、読み聞かせボランティアの養成、子育 

て関連施設、乳幼児健診時・小学校図書館・子育てサロン等への読み聞かせボランティアの派遣、ネットワーク 

づくり、その他家庭や地域での読み聞かせの促進に資する事業を交付金・新子育て交付金の優先配分枠としてメ 

ニュー化 

 

８ ＯＳＡＫＡ ＰＡＧＥ ＯＮＥ キャンペーン 

   内容：毎月第１土日を「OSAKA PAGE ONE の日」とし、家庭や地域で本に親しむ 

週末を啓発 

   時期：通年 

 

９ 図書館資源を活用した困難地域等における読書・学習機会提供事業 

 ◆保護者向けリーフレットの配布 

   内容：子どもの読書の意義、読み聞かせの効果の普及、おすすめ本の一例の紹介 

対象：小学1年生の保護者 

   時期：10月頃  

 ◆支援者向けリーフレットの作成 

   内容：支援施設内で展開できる取組み、子どもへの配慮、おすすめ本一例の紹介 

   対象：子どもを支援する組織の職員等 

   時期：平成30年２月 

 ◆えほんのひろばコーディネート研修 

   内容：えほんのひろばの開催。会場設営、読み聞かせの実践等の参加型研修の実施 

   対象：研修受講者・教育・保育施設の職員、子どもを支援する組織の職員等 

   対象：えほんのひろば参加者・一般 

   時期：10月頃 

 ◆読み聞かせ研修 

   内容：読み聞かせの実践、ブックリストの活用法、子どもへの配慮等の紹介等 

   対象：子ども支援する組織の職員等  

   時期：10月頃 

OSAKA PAGE ONEキャンペーン 

 


